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(57)【要約】
【課題】表示パネルの一方の表面側における静電気対策
を容易に行うことが可能な表示装
置を提供する。
【解決手段】この表示装置は、前面側にＩＴＯ膜１８が
配置された液晶表示パネル１と、
液晶表示パネル１を取り囲むように配置された側部２ａ
～２ｄを有する前面側ケース（樹
脂ケース）２と、前面側ケース２の側部２ａ～２ｄの外
側面に沿って配置された側部３ａ
～３ｄを有する後面側ケース（金属ケース）３と、液晶
表示パネル１のＩＴＯ膜１８に対
して電気的に接続された導電部材３１とを備えている。
そして、前面側ケース２の側部２
ｃには、導電部材３１の一部を前面側ケース２の外側に
引き出すための開口部２ｆが形成
されている。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の表面側に透明導電膜が配置された表示パネルと、
　前記表示パネルの一方の表面側に設けられ、前記表示パネルを取り囲むように配置され
た第１側部を有する樹脂ケースと、
　前記表示パネルの一方の表面とは反対の他方の表面側に設けられ、前記樹脂ケースの第
１側部の外側面に沿って配置された第２側部を有する金属ケースと、
　前記表示パネルの透明導電膜に電気的に接続された導電部材とを備え、
　前記樹脂ケースの所定領域には、前記導電部材の一部を前記樹脂ケースの外側に引き出
すための開口部が形成されていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記樹脂ケースの開口部は、前記樹脂ケースの第１側部に形成されており、
　前記導電部材の一部は、前記樹脂ケースの第１側部に形成された開口部から前記樹脂ケ
ースの外側に引き出されていることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記樹脂ケースの第１側部に形成された開口部から前記樹脂ケースの外側に引き出され
た前記導電部材の一部は、前記金属ケースの第２側部の内側面に電気的に接続されている
ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記導電部材は、前記表示パネルの透明導電膜に接触する第１接触部を有するとともに
、前記第１接触部が前記表示パネルの透明導電膜に接触することによって前記表示パネル
の透明導電膜に電気的に接続されており、
　前記導電部材の第１接触部は、前記表示パネルの透明導電膜を付勢することが可能なよ
うに構成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項５】
　前記導電部材は、前記金属ケースに接触する第２接触部を有するとともに、前記第２接
触部が前記金属ケースに接触することによって前記金属ケースに電気的に接続されており
、
　前記導電部材の第２接触部は、前記金属ケースを付勢することが可能なように構成され
ていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の表示装置。
【請求項６】
　前記樹脂ケースは、前記導電部材が嵌め込まれる溝部を有する第１ケース部材と、前記
第１ケース部材の溝部の開放端を塞ぐ閉塞部を有する第２ケース部材とを含み、
　前記樹脂ケースの開口部は、前記第１ケース部材の溝部と、前記第２ケース部材の閉塞
部とが組み合わされることによって構成されていることを特徴とする請求項１～５のいず
れかに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置に関し、特に、液晶表示装置などの表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示装置として、液晶の光学的性質の変化を利用して表示を行う液晶表示装置が
知られている。従来の液晶表示装置としては、縦方向電界方式の液晶表示装置や横方向電
界方式の液晶表示装置などがある。
【０００３】
　また、従来の液晶表示装置は、一般的に、ＴＦＴ基板およびＣＦ基板が液晶層を挟んで
対向配置された構造を有する液晶表示パネルを含んでいる。なお、ＴＦＴ基板とは、ＣＦ
基板と対向する表面に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）が作り込まれた基板であり、ＣＦ基板
とは、ＴＦＴ基板と対向する表面上にカラーフィルタ（ＣＦ）が形成された基板である。
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そして、従来の縦方向電界方式の液晶表示装置では、ＴＦＴ基板およびＣＦ基板の互いに
対向する表面上の各々に電極が形成されており、その電極により生成される縦方向電界に
よって液晶層内の液晶分子の配向方向が制御される。また、従来の横方向電界方式の液晶
表示装置では、ＴＦＴ基板のＣＦ基板と対向する表面上にのみ電極が形成されており、そ
の電極により生成される横方向電界によって液晶層内の液晶分子の配向方向が制御される
。このように、従来の液晶表示装置では、液晶層内の液晶分子の配向方向を制御すること
により光の透過率を変化させることによって、種々の文字や画像などが表示される。
【０００４】
　なお、上記した従来の横方向電界方式の液晶表示装置では、電極が形成されないＣＦ基
板側において静電気が発生することに起因して、液晶層に対して意図しない電界が印加さ
れる場合があるという不都合がある。このため、従来の横方向電界方式の液晶表示装置で
は、電極が形成されないＣＦ基板側において静電気対策が施されている（たとえば、特許
文献１参照）。
【０００５】
　上記特許文献１には、ＣＦ基板のＴＦＴ基板とは反対側の表面上に透明導電膜が配置さ
れているとともに、その透明導電膜が液晶表示パネルを収納するための金属ケースに電気
的に接続された横方向電界方式の液晶表示装置が開示されている。なお、上記特許文献１
の金属ケースは、接地電位に接続されている。上記のように構成された特許文献１では、
電極が形成されないＣＦ基板側における電荷の蓄積が抑制されるので、静電気に起因する
不具合が発生するのを抑制することが可能となる。
【０００６】
　ところで、上記した従来の横方向電界方式の液晶表示装置は、自動車に搭載されるヘッ
ドアップディスプレイとして使用される場合がある。図１８は、横方向電界方式の液晶表
示装置を用いた従来のヘッドアップディスプレイの構造を示した概略図である。図１８を
参照して、従来のヘッドアップディスプレイは、自動車のダッシュボード（図示せず）な
どに装着されるとともに、ヘッドアップディスプレイの前面側に位置する被表示体として
のフロントガラス（図示せず）に表示光Ｌ１０１を投射することが可能なように構成され
ている。なお、ヘッドアップディスプレイから出射される表示光Ｌ１０１は、ヘッドアッ
プディスプレイの後面側に設けられたバックライト（図示せず）からの光Ｌ１０２がヘッ
ドアップディスプレイに入射されることによって生成される。
【０００７】
　また、従来のヘッドアップディスプレイは、横方向電界方式の液晶表示パネル１０１と
、その液晶表示パネル１０１の前面側に設けられた前面側ケース１０２と、液晶表示パネ
ル１０１の後面側に設けられた後面側ケース１０３とを備えている。横方向電界方式の液
晶表示パネル１０１では、ＴＦＴ基板１１１およびＣＦ基板１１２が液晶層（図示せず）
を挟んで対向配置されている。また、ＴＦＴ基板１１１のＣＦ基板１１２とは反対側の表
面上には、後面側偏光板１１３が配置されているとともに、ＣＦ基板１１２のＴＦＴ基板
１１１とは反対側の表面上には、前面側偏光板１１４が配置されている。そして、ＣＦ基
板１１２と前面側偏光板１１４との間に、静電気対策用の透明導電膜１１５が配置されて
いる。
【０００８】
　また、前面側ケース１０２は、フロントガラスを透過した光が前面側ケース１０２の前
面側の表面で反射するのを抑制するために、光を反射しにくい樹脂によって構成されてい
る。これにより、フロントガラスを透過した光が前面側ケース１０２の前面側の表面で反
射することに起因して、フロントガラスに表示される文字や画像などが不鮮明になるとい
う不都合が発生するのを抑制することが可能となる。また、前面側ケース１０２は、液晶
表示パネル１０１を取り囲むように配置された側部１０２ａを有している。
【０００９】
　また、後面側ケース１０３は、金属板を折り曲げることによって構成されているととも
に、前面側ケース１０２の側部１０２ａの外側面に沿って配置された側部１０３ａを有し
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ている。この後面側ケース１０３は、図示しないが、接地電位に接続されている。なお、
金属製の後面側ケース１０３の側部１０３ａを樹脂製の前面側ケース１０２の側部１０２
ａの外側に配置しているのは、前面側ケース１０２および後面側ケース１０３によって構
成される収納ケースの側部が脆くなるのを抑制するためである。
【００１０】
【特許文献１】特開平９－２５８２０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、図１８に示した従来のヘッドアップディスプレイ（横方向電界方式の液
晶表示装置）の構造では、液晶表示パネル１０１の前面側において、透明導電膜１１５と
後面側ケース（金属ケース）１０３とを電気的に接続するのが困難になるという不都合が
ある。その結果、図１８に示した従来の構造では、液晶表示パネル１０１の前面側におい
て静電気対策を行うのが困難になるという問題点がある。
【００１２】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の目的
は、表示パネルの一方の表面側における静電気対策を容易に行うことが可能な表示装置を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、この発明の一の局面による表示装置は、一方の表面側に透
明導電膜が配置された表示パネルと、表示パネルの一方の表面側に設けられ、表示パネル
を取り囲むように配置された第１側部を有する樹脂ケースと、表示パネルの一方の表面と
は反対の他方の表面側に設けられ、樹脂ケースの第１側部の外側面に沿って配置された第
２側部を有する金属ケースと、表示パネルの透明導電膜に電気的に接続された導電部材と
を備えている。そして、樹脂ケースの所定領域には、導電部材の一部を樹脂ケースの外側
に引き出すための開口部が形成されている。
【００１４】
　この一の局面による表示装置では、上記のように、表示パネルを取り囲むように配置さ
れた第１側部を有する樹脂ケースが表示パネルの一方の表面側（表示パネルの透明導電膜
が配置された側）に設けられているとともに、樹脂ケースの第１側部の外側面に沿って配
置された第２側部を有する金属ケースが表示パネルの他方の表面側（表示パネルの透明導
電膜が配置されていない側）に設けられた構成において、樹脂ケースの所定領域に、表示
パネルの透明導電膜に電気的に接続された導電部材の一部を樹脂ケースの外側に引き出す
ための開口部を形成することによって、導電部材の一部を樹脂ケースの開口部から樹脂ケ
ースの外側に引き出すことができるので、導電部材と金属ケースとの電気的な接続を容易
に行うことができる。すなわち、導電部材による透明導電膜と金属ケースとの電気的な接
続を容易に行うことができる。その結果、表示パネルの一方の表面側における静電気対策
を容易に行うことができる。
【００１５】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、樹脂ケースの開口部は、樹脂ケー
スの第１側部に形成されており、導電部材の一部は、樹脂ケースの第１側部に形成された
開口部から樹脂ケースの外側に引き出されている。このように構成すれば、樹脂ケースの
第１側部の外側面に沿って金属ケースの第２側部が配置されているので、導電部材の一部
を樹脂ケースの第１側部に形成された開口部から樹脂ケースの外側に引き出すことにより
、複雑な引き回しを行うことなく、導電部材の一部を金属ケース（金属ケースの第２側部
）に電気的に接続することができる。
【００１６】
　この場合、好ましくは、樹脂ケースの第１側部に形成された開口部から樹脂ケースの外
側に引き出された導電部材の一部は、金属ケースの第２側部の内側面に電気的に接続され
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ている。このように構成すれば、導電部材の一部を樹脂ケースの外側に引き出すための開
口部が樹脂ケースの第１側部に形成されている場合において、容易に、導電部材の一部を
金属ケース（金属ケースの第２側部）に電気的に接続することができる。
【００１７】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、導電部材は、表示パネルの透明導
電膜に接触する第１接触部を有するとともに、その第１接触部が表示パネルの透明導電膜
に接触することによって表示パネルの透明導電膜に電気的に接続されており、導電部材の
第１接触部は、表示パネルの透明導電膜を付勢することが可能なように構成されている。
このように構成すれば、導電部材の第１接触部が透明導電膜から離れるのを抑制すること
ができるので、導電部材と透明導電膜との電気的な接続を確実に行うことができる。
【００１８】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、導電部材は、金属ケースに接触す
る第２接触部を有するとともに、その第２接触部が金属ケースに接触することによって金
属ケースに電気的に接続されており、導電部材の第２接触部は、金属ケースを付勢するこ
とが可能なように構成されている。このように構成すれば、導電部材の第２接触部が金属
ケースから離れるのを抑制することができるので、導電部材と金属ケースとの電気的な接
続を確実に行うことができる。
【００１９】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、樹脂ケースは、導電部材が嵌め込
まれる溝部を有する第１ケース部材と、第１ケース部材の溝部の開放端を塞ぐ閉塞部を有
する第２ケース部材とを含み、樹脂ケースの開口部は、第１ケース部材の溝部と、第２ケ
ース部材の閉塞部とが組み合わされることによって構成されている。このように構成すれ
ば、第１ケース部材の溝部に導電部材を嵌め込んだ後に第１ケース部材の溝部と第２ケー
ス部材の閉塞部とを組み合わせることにより、容易に、導電部材の一部が樹脂ケースの開
口部から樹脂ケースの外側に引き出された状態にすることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　以上のように、本発明によれば、表示パネルの一方の表面側における静電気対策を容易
に行うことが可能な表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）を前面側
から見た場合の斜視図である。図２は、図１に示した第１実施形態によるヘッドアップデ
ィスプレイの分解斜視図である。図３は、図１に示した第１実施形態によるヘッドアップ
ディスプレイの液晶表示パネルの断面図である。図４は、図１に示した第１実施形態によ
るヘッドアップディスプレイの前面側ケースの分解斜視図であり、図５は、図１に示した
第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースの平面図である。図６は、
図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースに保持される
導電部材の斜視図である。図７～図１０は、図１に示した第１実施形態によるヘッドアッ
プディスプレイの前面側ケースの詳細な構造を説明するための図である。まず、図１～図
１０を参照して、第１実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）の構造につ
いて説明する。
【００２２】
　第１実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）は、図１および図２に示す
ように、横方向電界方式の液晶表示パネル１と、液晶表示パネル１の前面側に設けられた
前面側ケース２と、液晶表示パネル１の後面側に設けられた後面側ケース３とを備えてい
る。前面側ケース２は、樹脂からなるとともに、光の反射を抑制することが可能なように
構成されている。具体的には、前面側ケース２の色を黒色にしたり、前面側ケース２の表
面に微細な凹凸を付与することで光を乱反射させるようにしている。また、後面側ケース
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３は、金属板を折り曲げることによって構成されている。また、図示しないが、金属製の
後面側ケース３は、接地電位に接続されている。そして、液晶表示パネル１は、前面側ケ
ース２と後面側ケース３とを組み合わせることによって構成された箱状の収納ケースの内
部に収納されている。なお、液晶表示パネル１は、本発明の「表示パネル」の一例である
。また、前面側ケース２は、本発明の「樹脂ケース」の一例であり、後面側ケース３は、
本発明の「金属ケース」の一例である。
【００２３】
　また、収納ケースの内部に液晶表示パネル１が収納された状態では、液晶表示パネル１
の表示領域１ａ以外の非表示領域１ｂが前面側ケース２により覆われるとともに、液晶表
示パネル１が後面側ケース３に載置される。さらに、収納ケースの内部に液晶表示パネル
１が収納された状態では、液晶表示パネル１を取り囲むように前面側ケース２の側部２ａ
、２ｂ、２ｃおよび２ｄが配置されるとともに、その前面側ケース２の側部２ａ～２ｄの
外側面に沿って後面側ケース３の側部３ａ、３ｂ、３ｃおよび３ｄが配置される。なお、
側部２ａ～２ｄは、本発明の「第１側部」の一例であり、側部３ａ～３ｄは、本発明の「
第２側部」の一例である。
【００２４】
　また、液晶表示パネル１は、図３に示すように、後面側に位置するＴＦＴ基板１１と前
面側に位置するＣＦ基板１２との間に液晶層１３が挟持された構造を有している。なお、
ＴＦＴ基板１１のＣＦ基板１２と対向する表面には、図示しない薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）が作り込まれているとともに、ＣＦ基板１２のＴＦＴ基板１１と対向する表面上には
、カラーフィルタ（ＣＦ）１２ａが形成されている。また、ＴＦＴ基板１１のＣＦ基板１
２と対向する表面上には、液晶層１３内に横方向電界を生成するための画素電極１４およ
び共通電極１５が形成されている。そして、液晶層１３内の液晶分子の配向方向は、画素
電極１４と共通電極１５との間で生成される横方向電界により制御される。
【００２５】
　なお、横方向電界により制御される液晶表示パネルとは、液晶層を挟持した一対の基板
のうちの一方の基板の液晶層側に第１電極と第２電極とが形成された構造を有し、その第
１電極と第２電極との間に生じる電界によって液晶層を駆動するものである。したがって
、液晶層を挟持した一対の基板のうちの一方の基板の液晶層側に第１電極が形成され、か
つ、第１電極上に絶縁膜を介して第２電極が形成された構造を有し、その第１電極と第２
電極との間に生じる電界によって液晶層を駆動するいわゆるフリンジ・フィールド・スィ
ッチング（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードの液晶表示パネルな
ども上記した横方向電界により制御される液晶表示パネルに含まれる。
【００２６】
　また、ＴＦＴ基板１１のＣＦ基板１２とは反対側の表面上には、後面側偏光板１６が設
けられているとともに、ＣＦ基板１２のＴＦＴ基板１１とは反対側の表面上には、前面側
偏光板１７が設けられている。この後面側偏光板１６および前面側偏光板１７は、各々の
透過軸方向が互いに約９０°ずれるように配置されている。
【００２７】
　また、液晶表示パネル１は、前面側に配置された静電気対策用のＩＴＯ膜１８をさらに
含んでいる。具体的には、液晶表示パネル１のＩＴＯ膜１８は、ＣＦ基板１２と前面側偏
光板１７との間に配置されている。このＩＴＯ膜１８は、後述する導電部材３１を介して
後面側ケース３に電気的に接続される（図７参照）。このため、第１実施形態では、液晶
表示パネル１の前面側における電荷の蓄積が抑制されるので、静電気に起因する不具合が
発生するのを抑制することが可能となる。なお、ＩＴＯ膜１８は、本発明の「透明導電膜
」の一例である。ここで、第１実施形態では、ＩＴＯ膜１８以外の他の透明導電膜を用い
てもよい。たとえば、前面側偏光板１７を貼り付ける際に用いる接着剤に導電性材料を混
在させ、その導電性材料が混在した接着剤を透明導電膜としてもよい。また、前面側偏光
板１７を導電性を有する材料で作製し、その導電性を有する前面側偏光板１７を透明導電
膜としてもよい。
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【００２８】
　また、図２に示すように、液晶表示パネル１（ＴＦＴ基板１１）には、ＦＰＣ（フレキ
シブルプリント配線板）１９が接続されている。このＦＰＣ１９の外部接続端子１９ａ（
図１参照）は、自動車側の電子機器（図示せず）に接続される。
【００２９】
　また、図４に示すように、第１実施形態の前面側ケース２は、液晶表示パネル１の非表
示領域１ｂ（図２参照）を覆う被覆部２１ａを有するケース部材２１と、液晶表示パネル
１の側端面を支持する支持部２２ａを有するケース部材２２とに分割されている。なお、
ケース部材２１および２２は、それぞれ、本発明の「第２ケース部材」および「第１ケー
ス部材」の一例である。
【００３０】
　また、図４および図５に示すように、ケース部材２１の側部２ａおよび２ｂに対応する
部分には、それぞれ、外側に向かって突出する係合片２１ｂが２つずつ形成されている。
また、ケース部材２２の側部２ａおよび２ｂに対応する部分の各々には、外側に向かって
突出する係合片２２ｂが１つずつ形成されているとともに、ケース部材２２の側部２ｃに
対応する部分には、外側に向かって突出する係合片２２ｂが２つ形成されている。また、
図２に示すように、後面側ケース３の側部３ａおよび３ｂには、それぞれ、上記した前面
側ケース２（ケース部材２１および２２）の係合片２１ｂおよび２２ｂと係合する係合孔
３ｅが３つずつ形成されている。また、後面側ケース３の側部３ｃには、上記した前面側
ケース２（ケース部材２２）の係合片２２ｂと係合する係合孔３ｅが２つ形成されている
。そして、図１に示すように、前面側ケース２（ケース部材２１および２２）の係合片２
１ｂおよび２２ｂが後面側ケース３の係合孔３ｅに係合することによって、前面側ケース
２が後面側ケース３に対して固定される。また、前面側ケース２が後面側ケース３に対し
て固定されることによって、前面側ケース２と後面側ケース３とにより構成される収納ケ
ースが箱状に保持される。
【００３１】
　また、図４に示すように、ケース部材２２の側部２ｄに対応する部分には、前後方向（
Ａ方向）に凹むように溝部２２ｃが形成されている。このケース部材２２の溝部２２ｃの
開放端は、図１および図２に示すように、ケース部材２１および２２が組み合わされるこ
とによって、ケース部材２１の被覆部２１ａの側部２ｄ側の部分２１ｃ（以下、閉塞部２
１ｃという）により塞がれる。このため、ケース部材２１および２２を組み合わせること
によって、ケース部材２１の閉塞部２１ｃとケース部材２２の溝部２２ｃとにより構成さ
れる開口部２ｅが前面側ケース２の側部２ｄに形成されることになる。また、後面側ケー
ス３の側部３ｄ（前面側ケース２の開口部２ｅに対応する部分）には、開口部（切り欠き
部）３ｆが形成されている。そして、前面側ケース２および後面側ケース３により構成さ
れる収納ケースの内部に液晶表示パネル１が収納された状態において、液晶表示パネル１
に接続されるＦＰＣ１９の外部接続端子１９ａは、前面側ケース２および後面側ケース３
の各々の開口部２ｅおよび３ｆから外側に引き出される。
【００３２】
　ここで、第１実施形態では、図４に示すように、前面側ケース２の側部２ｃに、上記し
た静電気対策に用いられる導電部材３１が保持されている。この導電部材３１は、図６お
よび図７に示すように、約０．１ｍｍの厚みを有するステンレス製の板バネによって構成
されているとともに、２つのバネ部３１ａおよび３１ｂがＬ字状の連結部３１ｃを介して
一体的に連結された形状を有している。また、導電部材３１のバネ部３１ａは、前面側ケ
ース２の側部２ｃの内側に配置されているとともに、導電部材３１のバネ部３１ｂは、前
面側ケース２の側部２ｃの外側に配置されている。また、導電部材３１のバネ部３１ａは
、前後方向（Ａ方向）に付勢力が発生するように曲げられている。また、導電部材３１の
バネ部３１ｂは、側部２ｃの厚み方向（Ｂ方向）に付勢力が発生するようにＵ字状に２つ
折りにされている。なお、第１実施形態では、導電部材３１のＵ字状のバネ部３１ｂは、
その開放端がＡ方向に向かないように配置されている。
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【００３３】
　また、導電部材３１のバネ部３１ａは、液晶表示パネル１に含まれるＩＴＯ膜１８の前
面側の表面に接触する接触部３１ｄを有しており、導電部材３１は、その接触部３１ｄが
ＩＴＯ膜１８の前面側の表面に接触することによってＩＴＯ膜１８に電気的に接続されて
いる。また、導電部材３１のバネ部３１ａの先端は、ＩＴＯ膜１８の前面側の表面に接触
しないように曲げられている。さらに、導電部材３１のバネ部３１ｂは、後面側ケース３
の側部３ｃの内側面に接触する接触部３１ｅを有しており、導電部材３１は、その接触部
３１ｅが後面側ケース３の側部３ｃの内側面に接触することによって後面側ケース３に電
気的に接続されている。なお、接触部３１ｄおよび３１ｅは、それぞれ、本発明の「第１
接触部」および「第２接触部」の一例である。
【００３４】
　また、第１実施形態では、前面側ケース２の側部２ｃの導電部材３１が保持される部分
は、以下のような構造を有している。すなわち、第１実施形態では、図７～図９に示すよ
うに、前面側ケース２の構成部材であるケース部材２２の側部２ｃに対応する部分に、Ａ
方向に凹むように溝部２２ｄが形成されている。このケース部材２２の溝部２２ｄの開放
端は、図９に示すように、ケース部材２１および２２が組み合わされることによって、ケ
ース部材２１の被覆部２１ａの側部２ｃ側の部分２１ｄ（以下、閉塞部２１ｄという）に
より塞がれる。このため、第１実施形態では、ケース部材２１および２２を組み合わせる
ことによって、ケース部材２１の閉塞部２１ｄとケース部材２２の溝部２２ｄとにより構
成される開口部２ｆが前面側ケース２の側部２ｃに形成されることになる。
【００３５】
　そして、第１実施形態では、導電部材３１の連結部３１ｃがケース部材２２の溝部２２
ｄに嵌め込まれた状態でケース部材２１および２２が組み合わされることによって、前面
側ケース２の側部２ｃに導電部材３１が保持されている。すなわち、第１実施形態では、
導電部材３１のバネ部３１ｂ（接触部３１ｅ）は、前面側ケース２の側部２ｃに形成され
た開口部２ｆから前面側ケース２の側部２ｃの外側に引き出された状態となっている。
【００３６】
　また、前面側ケース２の側部２ｃに導電部材３１が保持された状態では、導電部材３１
の連結部３１ｃは、ケース部材２１の閉塞部２１ｄにより後面側に向かって押圧されてい
る。これにより、導電部材３１のバネ部３１ａ（接触部３１ｄ）においてＡ方向の付勢力
が発生している。このため、前面側ケース２の側部２ｃに導電部材３１が保持された状態
では、導電部材３１の接触部３１ｄにより液晶表示パネル１に含まれるＩＴＯ膜１８の前
面側の表面が付勢される。
【００３７】
　また、図７～図９に示すように、ケース部材２２の溝部２２ｄ周辺の部分２２ｅのＢ方
向の厚みは、導電部材３１のバネ部３１ｂ（接触部３１ｅ）を配置するためのスペースを
確保するために、他の部分２２ｆのＢ方向の厚みよりも小さくなるように設定されている
。すなわち、前面側ケース２の側部２ｃに導電部材３１が保持された状態では、導電部材
３１のバネ部３１ｂ（接触部３１ｅ）は、ケース部材２２の部分２２ｅの外側面と後面側
ケース３の側部３ｃの内側面との間に挟み込まれている。これにより、導電部材３１のバ
ネ部３１ｂ（接触部３１ｅ）においてＢ方向の付勢力が発生している。このため、前面側
ケース２の側部２ｃに導電部材３１が保持された状態では、導電部材３１の接触部３１ｅ
により後面側ケース３の側部３ｃの内側面が付勢される。
【００３８】
　また、図８および図１０に示すように、ケース部材２２の側部２ｃに対応する部分の外
側面には、導電部材３１のバネ部３１ｂの折り曲げられた部分３１ｆが挿入される溝部２
２ｇが形成されている。なお、ケース部材２２の溝部２２ｄのＣ方向（図８参照）の幅は
、導電部材３１の連結部３１ｃのＣ方向の幅よりも大きくなるように設定されている。し
たがって、ケース部材２２の溝部２２ｄに導電部材３１の連結部３１ｃを嵌め込んだ後に
導電部材３１をＣ方向にスライドさせることによって、ケース部材２２の折り曲げられた
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部分３１ｆをケース部材２２の溝部２２ｇに挿入することができる。
【００３９】
　第１実施形態では、上記のように、樹脂製の前面側ケース２の側部２ｃに、液晶表示パ
ネル１のＩＴＯ膜１８に電気的に接続された導電部材３１の一部（接触部３１ｅ）を前面
側ケース２の外側に引き出すための開口部２ｆを形成することによって、導電部材３１の
一部（接触部３１ｅ）を前面側ケース２の開口部２ｆから前面側ケース２の外側に引き出
すことができるので、金属製の後面側ケース３と導電部材３１との電気的な接続を容易に
行うことができる。すなわち、導電部材３１によるＩＴＯ膜１８と後面側ケース３との電
気的な接続を容易に行うことができる。その結果、液晶表示パネル１の前面側における静
電気対策を容易に行うことができる。
【００４０】
　また、第１実施形態では、上記のように、前面側ケース２の側部２ｃに開口部２ｆを形
成することによって、前面側ケース２の側部２ａ～２ｄの外側面に沿って後面側ケース３
の側部３ａ～３ｄが配置されているので、導電部材３１の一部（接触部３１ｅ）を前面側
ケース２の側部２ｃに形成された開口部２ｆから前面側ケース２の外側に引き出すことに
より、複雑な引き回しを行うことなく、導電部材３１の一部（接触部３１ｅ）を後面側ケ
ース３の側部３ｃの内側面に電気的に接続することができる。
【００４１】
　また、第１実施形態では、上記のように、導電部材３１の接触部３１ｄにより液晶表示
パネル１に含まれるＩＴＯ膜１８の前面側の表面が付勢されるように構成することによっ
て、導電部材３１の接触部３１ｄがＩＴＯ膜１８の前面側の表面から離れるのを抑制する
ことができるので、ＩＴＯ膜１８と導電部材３１との電気的な接続を確実に行うことがで
きる。この場合、導電部材３１を金属製の板バネにより構成することによって、上記のよ
うな導電部材３１を容易に得ることができる。
【００４２】
　また、第１実施形態では、上記のように、導電部材３１の接触部３１ｅにより後面側ケ
ース３の側部３ｃの内側面が付勢されるように構成することによって、導電部材３１の接
触部３１ｅが後面側ケース３の側部３ｃの内側面から離れるのを抑制することができるの
で、後面側ケース３と導電部材３１との電気的な接続を確実に行うことができる。この場
合、導電部材３１を金属製の板バネにより構成することによって、上記のような導電部材
３１を容易に得ることができる。
【００４３】
　また、第１実施形態では、上記のように、前面側ケース２を２つのケース部材２１およ
び２２に分割し、前面側ケース２の側部２ｃに形成される開口部２ｆを、ケース部材２１
に設けられた閉塞部２１ｄとケース部材２２に設けられた溝部２２ｄとにより構成するこ
とによって、ケース部材２２の溝部２２ｄに導電部材３１を嵌め込んだ後にケース部材２
１および２２を組み合わせることにより、容易に、導電部材３１の一部（接触部３１ｅ）
が前面側ケース２の開口部２ｆから前面側ケース２の外側に引き出された状態にすること
ができる。
【００４４】
　（第２実施形態）
　図１１は、本発明の第２実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）の分解
斜視図である。図１２は、図１１に示した第２実施形態によるヘッドアップディスプレイ
の前面側ケースの分解斜視図であり、図１３は、図１１に示した第２実施形態によるヘッ
ドアップディスプレイの前面側ケースの平面図である。図１４は、図１１に示した第２実
施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースに保持される導電部材の斜視図で
ある。図１５および図１６は、図１１に示した第２実施形態によるヘッドアップディスプ
レイの前面側ケースの詳細な構造を説明するための図である。次に、図１１～図１６を参
照して、第２実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）の構造について説明
する。なお、第２実施形態の液晶表示パネル１および後面側ケース３の構造は、上記した
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第１実施形態の液晶表示パネル１および後面側ケース３の構造と同様である。
【００４５】
　この第２実施形態では、図１１に示すように、上記第１実施形態と同様、樹脂製の前面
側ケース４０と金属製の後面側ケース３とを組み合わせることによって箱状の収納ケース
が構成されているとともに、その収納ケースの内部に液晶表示パネル１が収納されている
。また、収納ケースの内部に液晶表示パネル１が収納された状態では、液晶表示パネル１
の表示領域１ａ以外の非表示領域１ｂが前面側ケース４０により覆われるとともに、液晶
表示パネル１が後面側ケース３に載置される。さらに、収納ケースの内部に液晶表示パネ
ル１が収納された状態では、液晶表示パネル１を取り囲むように前面側ケース４０の側部
４０ａ、４０ｂ、４０ｃおよび４０ｄが配置されるとともに、その前面側ケース４０の側
部４０ａ～４０ｄの外側面に沿って後面側ケース３の側部３ａ、３ｂ、３ｃおよび３ｄが
配置される。なお、前面側ケース４０は、本発明の「樹脂ケース」の一例であり、側部４
０ａ～４０ｄは、本発明の「第１側部」の一例である。
【００４６】
　また、図１２に示すように、第２実施形態の前面側ケース４０は、液晶表示パネル１の
非表示領域１ｂ（図１１参照）を覆う被覆部４１ａを有するケース部材４１と、液晶表示
パネル１の側端面を支持する支持部４２ａを有するケース部材４２とに分割されている。
なお、ケース部材４１および４２は、それぞれ、本発明の「第２ケース部材」および「第
１ケース部材」の一例である。
【００４７】
　また、図１２および図１３に示すように、ケース部材４１の側部４０ａおよび４０ｂに
対応する部分には、それぞれ、外側に向かって突出する係合片４１ｂが２つずつ形成され
ている。また、ケース部材４２の側部４０ａおよび４０ｂに対応する部分の各々には、外
側に向かって突出する係合片４２ｂが１つずつ形成されているとともに、ケース部材４２
の側部４０ｃに対応する部分には、外側に向かって突出する係合片４２ｂが２つ形成され
ている。そして、図１１に示すように、前面側ケース４０（ケース部材４１および４２）
の係合片４１ｂおよび４２ｂが後面側ケース３の係合孔３ｅに係合することによって、前
面側ケース４０が後面側ケース３に対して固定される。また、前面側ケース４０が後面側
ケース３に対して固定されることによって、前面側ケース４０と後面側ケース３とにより
構成される収納ケースが箱状に保持される。
【００４８】
　また、図１２に示すように、ケース部材４２の側部４０ｄに対応する部分には、Ａ方向
に凹むように溝部４２ｃが形成されている。このケース部材４２の溝部４２ｃの開放端は
、図１１に示すように、ケース部材４１および４２が組み合わされることによって、ケー
ス部材４１の被覆部４１ａの側部４０ｄ側の部分４１ｃ（以下、閉塞部４１ｃという）に
より塞がれる。このため、ケース部材４１および４２を組み合わせることによって、ケー
ス部材４１の閉塞部４１ｃとケース部材４２の溝部４２ｃとにより構成される開口部４０
ｅが前面側ケース４０の側部４０ｄに形成されることになる。なお、前面側ケース４０の
開口部４０ｅからは、上記第１実施形態と同様、液晶表示パネル１に接続されるＦＰＣ１
９の外部接続端子（図示せず）が外側に引き出される。
【００４９】
　ここで、第２実施形態では、図１２に示すように、前面側ケース４０の側部４０ｃに、
約０．１ｍｍの厚みを有するステンレス製の板バネからなる導電部材５１が保持されてい
る。この導電部材５１は、上記第１実施形態の導電部材３１と同様、液晶表示パネル１（
図１１参照）の前面側において静電気対策を行うために設けられている。また、導電部材
５１は、図１４および図１５に示すように、２つの接触部５１ａおよび５１ｂを有してい
る。導電部材５１の接触部５１ａは、液晶表示パネル１に含まれるＩＴＯ膜１８の前面側
の表面に接触するように、前面側ケース４０の側部４０ｃの内側に配置されている。その
一方、導電部材５１の接触部５１ｂは、後面側ケース３の側部３ｃの内側面に接触するよ
うに、前面側ケース４０の側部４０ｃの外側に配置されている。なお、接触部５１ａおよ
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び５１ｂは、それぞれ、本発明の「第１接触部」および「第２接触部」の一例である。
【００５０】
　また、導電部材５１の接触部５１ａには、接触部５１ａを挟むように配置された一対の
バネ部５１ｃが一体的に形成されている。この導電部材５１のバネ部５１ｃは、Ａ方向に
付勢力が発生するように曲げられている。また、導電部材５１の接触部５１ｂは、Ｂ方向
に付勢力が発生するようにＵ字状に２つ折りにされたバネ部５１ｄの先端部によって構成
されている。なお、導電部材５１のＵ字状のバネ部５１ｄは、その開放端がＡ方向に向く
ように配置されている。また、導電部材５１のバネ部５１ｄは、接触部５１ａに一体的に
連結されている。
【００５１】
　また、第２実施形態では、前面側ケース４０の側部４０ｃの導電部材５１が保持される
部分は、以下のような構造を有している。すなわち、第２実施形態では、図１５および図
１６に示すように、前面側ケース４０の構成部材であるケース部材４２の側部４０ｃに対
応する部分に、Ａ方向に凹むように溝部４２ｄが形成されている。このケース部材４２の
溝部４２ｄの開放端は、図１６に示すように、ケース部材４１および４２が組み合わされ
ることによって、ケース部材４１の被覆部４１ａの側部４０ｃ側の部分４１ｄ（以下、閉
塞部４１ｄという）により塞がれる。このため、第２実施形態では、ケース部材４１およ
び４２を組み合わせることによって、ケース部材４１の閉塞部４１ｄとケース部材４２の
溝部４２ｄとにより構成される開口部４０ｆが前面側ケース４０の側部４０ｃに形成され
ることになる。
【００５２】
　そして、第２実施形態では、導電部材５１の接触部５１ａがケース部材４２の溝部４２
ｄに嵌め込まれた状態でケース部材４１および４２が組み合わされることによって、前面
側ケース４０の側部４０ｃに導電部材５１が保持されている。すなわち、第２実施形態で
は、導電部材５１のバネ部５１ｄ（接触部５１ｂ）は、前面側ケース４０の側部４０ｃに
形成された開口部４０ｆから前面側ケース４０の側部４０ｃの外側に引き出された状態と
なっている。
【００５３】
　また、前面側ケース４０の側部４０ｃに導電部材５１が保持された状態では、導電部材
５１のバネ部５１ｃは、ケース部材４１の閉塞部４１ｄにより後面側に向かって押圧され
ている。これにより、導電部材５１のバネ部５１ｃ（接触部５１ａ）においてＡ方向の付
勢力が発生している。このため、前面側ケース４０の側部４０ｃに導電部材５１が保持さ
れた状態では、導電部材５１の接触部５１ａにより液晶表示パネル１に含まれるＩＴＯ膜
１８の前面側の表面が付勢される。
【００５４】
　また、図１５および図１６に示すように、ケース部材４２の溝部４２ｄ周辺の部分４２
ｅのＢ方向の厚みは、導電部材５１のバネ部５１ｄ（接触部５１ｂ）を配置するためのス
ペースを確保するために、他の部分４２ｆのＢ方向の厚みよりも小さくなるように設定さ
れている。すなわち、前面側ケース４０の側部４０ｃに導電部材５１が保持された状態で
は、導電部材５１のバネ部５１ｄ（接触部５１ｂ）は、ケース部材４２の部分４２ｅの外
側面と後面側ケース３の側部３ｃの内側面との間に挟み込まれている。これにより、導電
部材５１のバネ部５１ｄ（接触部５１ｂ）においてＢ方向の付勢力が発生している。この
ため、前面側ケース４０の側部４０ｃに導電部材５１が保持された状態では、導電部材５
１の接触部５１ｂにより後面側ケース３の側部３ｃの内側面が付勢される。
【００５５】
　第２実施形態では、上記のように構成することによって、上記第１実施形態と同様の効
果を得ることができる。
【００５６】
　図１７は、上記した第１および第２実施形態によるヘッドアップディスプレイを含む装
置の概略図である。次に、図１７を参照して、第１および第２実施形態によるヘッドアッ
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プディスプレイを含む装置について説明する。なお、以下の説明では、第１および第２実
施形態によるヘッドアップディスプレイをヘッドアップディスプレイ６１とする。
【００５７】
　第１および第２実施形態によるヘッドアップディスプレイ６１は、図１７に示すように
、被表示体（たとえば、自動車のフロントガラスなど）６０に表示光Ｌ１を投射すること
が可能なように所定の装置に装着されている。具体的には、ヘッドアップディスプレイ６
１は、バックライト６２と凹面鏡６３との間に配置されている。そして、ヘッドアップデ
ィスプレイ６１から出射される表示光Ｌ１は、バックライト６２からの光Ｌ２がヘッドア
ップディスプレイ６１に入射されることによって生成される。また、ヘッドアップディス
プレイ６１から出射される表示光Ｌ１は、凹面鏡６３により被表示体６０側に反射されて
被表示体６０に投射される。なお、上記したヘッドアップディスプレイ６１、バックライ
ト６２および凹面鏡６３は、表示光Ｌ１を透過させるための窓部６４ａを有するケース６
４の内部に収納されている。
【００５８】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００５９】
　たとえば、上記第１および第２実施形態では、ヘッドアップディスプレイに本発明を適
用する例を説明したが、本発明はこれに限らず、ヘッドアップディスプレイ以外の表示装
置にも適用可能である。
【００６０】
　また、上記第１および第２実施形態では、静電気対策用の導電部材として、板バネから
なる導電部材を用いたが、本発明はこれに限らず、バネ性を持たない導電部材を用いても
よい。
【００６１】
　また、上記第１および第２実施形態では、樹脂ケースを２つに分割したが、本発明はこ
れに限らず、樹脂ケースを２つに分割しなくてもよい。
【００６２】
　また、上記第１および第２実施形態では、静電気対策用の透明導電膜を別途設けたが、
本発明はこれに限らず、前面側偏光板に導電性を持たせるとともに、その導電性を有する
前面側偏光板を静電気対策用の膜としても機能させるようにしてもよい。
【００６３】
　また、上記第１および第２実施形態では、静電気対策用の導電部材を図６（第１実施形
態）および図１４（第２実施形態）に示したような形状にしたが、本発明はこれに限らず
、静電気対策用の導電部材を図６および図１４に示した形状以外の形状にしてもよい。こ
こで、静電気対策用の導電部材を図６に示したような形状にすることによって、その外形
を大きくすることができるので、導電部材を組み付ける際の作業性を向上させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の第１実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）を前面側か
ら見た場合の斜視図である。
【図２】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの分解斜視図である
。
【図３】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの液晶表示パネルの
断面図である。
【図４】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースの分
解斜視図である。
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【図５】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースの平
面図である。
【図６】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースに保
持される導電部材の斜視図である。
【図７】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースの詳
細な構造を説明するための斜視図である。
【図８】図１に示した第１実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケースの詳
細な構造を説明するための平面図である。
【図９】図８の１００－１００線に沿った断面図である。
【図１０】図８の２００－２００線に沿った断面図である。
【図１１】本発明の第２実施形態によるヘッドアップディスプレイ（表示装置）の分解斜
視図である。
【図１２】図１１に示した第２実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケース
の分解斜視図である。
【図１３】図１１に示した第２実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケース
の平面図である。
【図１４】図１１に示した第２実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケース
に保持される導電部材の斜視図である。
【図１５】図１１に示した第２実施形態によるヘッドアップディスプレイの前面側ケース
の詳細な構造を説明するための斜視図である。
【図１６】図１５の３００－３００線に沿った断面図である。
【図１７】第１および第２実施形態によるヘッドアップディスプレイを含む装置の概略図
である。
【図１８】従来のヘッドアップディスプレイの構造を示した概略図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１　液晶表示パネル（表示パネル）
　１８　ＩＴＯ膜（透明導電膜）
　２、４０　前面側ケース（樹脂ケース）
　２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ、４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４０ｄ　側部（第１側部）
　２ｆ、４０ｆ　開口部
　３　後面側ケース（金属ケース）
　３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ　側部（第２側部）
　２１、４１　ケース部材（第２ケース部材）
　２１ｃ、４１ｃ　閉塞部
　２２、４２　ケース部材（第１ケース部材）
　２２ｄ、４２ｄ　溝部
　３１、５１　導電部材
　３１ｄ、５１ａ　接触部（第１接触部）
　３１ｅ、５１ｂ　接触部（第２接触部）
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